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会   長   田辺征一  
直前会長   柏原佳子 
副 会 長    福原吉孝  
書   記   柏原佳子 
会   計   桑野友子 
監   事   上野恭男 
担当主事    井島裕介 
六甲部地域奉仕・環境事業主査 福原吉孝 
 

「暑中お見舞い」 

会長 田辺征一            

今年の梅雨は例年より１ヶ月近く早く終

わり、日本列島は連日猛暑にみまわれ

ています。ここ数年、太平洋の海水温度

の上昇により列島の夏は少しずつ亜熱

帯化し今年は特にその傾向が強いようで

す。大陸からの高気圧に覆われると寒く

なり、太平洋高気圧に覆われると暑くなる。その差が極端で、

中間にある春や秋が一昔前に比べると非常に短くなっている

のを実感します。皆さん、暑さに負けずがんばりましょう！。 

7 月の第 1 例会では、柳 敏晴 六甲部長の所信表明を聞

きました。柳さんが常日頃強調されている Wellness（人間生

活を健全なものにしようとする運動）で大切にしている多菜少

肉から多歩少車までの 10 項目は鹿児島時代に柳さんと出

会って以来、大切にしている私の座右の銘です。今はそのほ

とんどにかなった生活ができていることに改めて感謝しています。 

引き続き、島田 恒 ワイズによるメン‘ｓスピーチ「私たちは今

どこにいるのか」があり、世界の政治・経済・潮流について島

田さんはいつも以上に熱く語られました。混沌とした世界情勢

の中にあって、日本は平和主義憲法に基づき、わが国独自

の貢献を目指し世界から尊敬を受ける機会とすべきこと、幸

福度意識で日本は 51 位とされているが、非営利（NPO）活

動への参加を通して見えないものの豊かさに気づいていくこと、

その一環として YMCA がありワイズメンがあることの大切さを今

一度再確認しました。 

             7 月例会集計 
第 1 例会出席 
メンバー  11 名
メネット   1 名 
コメット   
ビジター   2 名 
ゲスト    9 名 
合計    23 名 

例会出席率 
出席者     １１名 
メイクアップ    2名    
合計       13名 
在籍者     １7名 
（内広義会員１名） 
出席率  81.25％ 

ＢＦ切手    
累計    ｇｍ 

ニコニコ 
 
     17,250 円 
累計  17,250 円 

主   題 

国際協会会長  ケンワン・オン（シンガポール） 

“Faith, Love, Action” 「信念、愛、行動」 

アジア太平洋地域会長 田上 正（熊本むさしクラブ） 

“Act now with faith and love” 「信念と愛を持って行動しよう！」 

西日本区理事  中井真一（奈良クラブ） 

“Let’s enjoy the YYY life together with our friends all over the 

world !!” 「世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう !!」 

六甲部部長   柳 敏晴 （神戸西クラブ） 

「温故知新 Visiting Old, Learning Now ! 」 

芦屋クラブ会長  田辺征一 

「クラブを愛し楽しみ仕えあう」 

（Love, work for and enjoy the Club, together ） 

 

 今月の聖句  

しかし、イエスは艫の方で枕をして眠っておられた。弟子たち

はイエスを起こして、「先生、わたしたちがおぼれてもかまわな

いのですか」と言った。       マルコ 4 章 38 節～40 節 
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8 月第１例会（納涼）例会 

と き： ２０２５年８月２１日（木) 1９：00～２１：00                

ところ： カクチーナ ケ インカント 

司会： 福原吉孝ワイズ 
 

１．開会点鐘 田辺征一会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖句朗読 権 甲植ワイズ 

４．ゲスト・ビシター紹介     福原吉孝ワイズ 

５．食前感謝 上野恭男ワイズ 

６．会食・懇談 

７．カンツォーネを楽しみましょう    店主 テノール歌手                 

８．第２例会議事録の承認     田辺征一会長 

事業委員の報告 各事業委員 

９．ＹＭＣＡ報告      井島裕介担当主事 

10．ニコニコ献金報告     坂東幸子ワイズ 

11．誕生日祝い            田辺征一会長 

1２．閉会点鐘             田辺征一会長 

       



7 月第１例会報告 
日時： ２０２５年 7 月１6（水） １９：00～２１：00 
場所： ホテル竹園芦屋        （敬称略） 

参加者： 辺征一会長・上野恭男・柏原佳子・桑野友子 

島田 恒・堤 清・中島かおり・濵瀬眞知子・坂東

幸子・福原吉孝・船橋知子・島田保子メネット 

井島裕介担当主事 

ビジター： 柳 敏晴（六甲部部長）・加茂周治（同会計） 

ゲスト： 越智敏雄・松本昭・福本美枝子・加納真理子・袴田 

吉彦・袴田禮子・渡辺徹也（以上島田ワイズ友人） 

馬場恵史（みどり作業所） 
  

7 月キックオフ例会は恒例の部長公式訪問で六甲部から柳 

敏晴部長と加茂周二会計、芦屋クラブから福原𠮷𠮷孝地域

奉仕･環境事業主査、加えてメンバーズスピーチの島田 恒

ワイズのご友人

が多く参加され

華やかな雰囲

気で開催され

ました。 

田 辺 征 一 新

会長のお人柄

を偲ばせる開

会点鐘が響き

ました。柳部長

は、プロジェクターを用意され部長主題・活動方針（ブリテン

記載）を述べられました。「ワイズは楽しくなければワイズではな

い」をどのように思われますか？の質問に「集まることです！」と

答えられました。ワイズを知り尽くされた加茂会計と共に良きリ

ーダーシップを発揮される事を期待いたします。 

続いて、２０年続いて

いるみどり福祉施設へ

の献金が馬場所長

代行に贈られました。

聖句と聖書の紐解き

に続いて上野ワイズの

食前感謝があり、それ

ぞれのテーブルが、和

やかに会食を楽しみま

した。いつも座席配置に悩まされるのですが、今回は特に気

を遣いました。島田ワイズの「「私たちは

今どこにいるのか」と題して、多くのゲスト

が参加され特に熱の入った好演でした。

掲げられた項目にひとつづつ私見を述べ

られ理解し易く、また、最後に「今日こそ

は残りの人生最初の日」と結ばれました。

これだけの講演を 24～5 名で聴くのはも

ったいないとも感じました。毎回のように来 

 

 

  

 

井島担当主事からＹＭＣＡ報告が有りました。ニコニコ献金が、

ゲストのテーブルからも協力があり島田メネットの気配りにも感

謝です。盛りだくさんの充実したキックオフ例会は、定刻主義

もなんとか守られ、田辺征一新会長の穏やかな閉会点鐘が

響きました。                      柏原佳子                                      

六甲部第 1 回評議会 

2025～26 年度第 1 回評議会が 7 月 19 日（土）14：00 から

開催されました。 

柳六甲部部長の開会宣言・点鐘、ワイズソング斉唱、祈祷、

来賓挨拶、定足数の確認と型どおりに進みました。 

評議会では 2024～25 年度の部長報告、会計報告、監査

報告とこれも型どおりに進行、続いて、2025～26 年度の部

長方針・活動計画・会計予算案、主査・委員長の活動方

針・計画案が発表されました。 

地域奉仕・環境事業主査の福

原ワイズは、「楽しく奉仕活動

YMCA と共に」を主題とし、活動

方針として 1）「きらり輝くアート

展」の開催、2）神戸震災 30 周

年にあたり、「予告される南海大

地震の防災意識を深める」と話

されました。 

10 分の休憩の後、各クラブ会長

活動方針・計画の発表。 田辺会長は主題「クラブを愛し楽

しみ支えあう」、皆で活動を支

え合うことにより、“楽しさ”を共

有出来るクラブでありたいと語り、

1 年間の例会計画・YMCA 行

事への参加、クラブ独自の「留

学生交流会」「さくら祭り」の活

動を発表されました。 

芦屋クラブからは田辺会長・上

野・柏原・桑野・福原（各ワイ

ズ）の 5 名が参加しました。 

続いてミュンヘンでの懇親会、

猛暑の中、YMCA 会館から歩いて移動しました。 桑野友子 

られる方が芦

屋クラブのメン

バーになってく

だされば何よ

りと考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 11 日、堤ワイズをリーダーに桑野、中島、舟橋、福原の

５名で万博見物に行ってきた。 

昼食用おにぎりをリュックに積め、お水を携行、帽子と首には

タオルを巻き、がっちりと暑さと汗対策をして、各パピリオン見

学を開始した。 

先ずは、西ゲート入口から直ぐで人気の高いＰＡＳＯＮＡ館へ

入り、地球生命の歴史と未来像をアトムとブラックジャックが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

術と治療が大きく変わっていくのだろう・・・？さすが、ノーベル

賞受賞者の山中教授の研究成果である。素晴らしい。小生

が一番見学したかった、試験官培養液の中で「ＩＰＳ細胞か

らできた心臓切片」が、動くのを見ると感動と驚きに包まれる

と思います・・！！ 

昼食は、チェコの地ビールを片手に持参したおにぎりをほうばっ

て空腹を満たし、各パビリオンを巡り、夕食は、フードコートで

美味しい寿司とビールを楽しんだ。手ごろなお値段で有名な

寿司チェーン、串揚げ、ラーメンなど豊富にお店が並んでい

る。十分に満足した。 

 

さて、今日のハイライトは夕闇に映える噴水ショーと大空を

巡るドローンであった。 

赤や青、黄色に変化しながら、彩られる噴水ショーは、迫

力のある音楽を添えて全員が見上げる中、見事な演出

であった。時間は４０分で大勢の観客と愉しく過ごせた。

素晴らしい美しさと水と彩るライトに映える噴水と映像は

一見の余地ありと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行ってきました・・・・万国博覧会！！！    

 

案内する美しい映像に加えて世界一大きく

て虹色に染まったようなアンモナイト化石に強

烈なインパクトを受け、ビックリ！仰天した。 

次いで、ニッコリと出迎えているミャクミャク君

の立像前で記念撮影をし、チェコ、マルタ館

を巡り、大阪ヘルスケア館では、前の万博で

人気だった人間洗濯機を大勢の人だかりの

中で見て、更に、山中教授の「ＩＰＳ細胞か

らできた心臓切片」がトクトクと小さく動くの

が見ることが出来た。現在、ＩＰＳ細胞は基

礎研究だけでなく、心臓病やその他の臓器

の細胞切片を作成し臨床応用されつつあ

り、大きなインパクトを与えている。病気の手 

最後にゆったりと静かに大空を巡るドロー

ンの描く映像、これもお見事であった。 

今回、５名で参加したのであるが、リュック

を担ぎ、お結びとお菓子を携え、遠足に

行った時のように、ワクワク、ドキドキしな

がら、目を輝かせて見入る姿は子供にか

えった様で、何とも微笑ましく思われた。 

ＵＳＡ館の『月の石』、『レバノンの砂漠の

砂』、『ＩＰＳ細胞』、『ガンダム』etc・・まだ

まだこのような感激と刺激が多くあり楽し

みであり何回でも行きたくなる。さて、今

回の万博見物には、堤ワイズに大変お

世話になった。全員の切符手配をして頂 
き、各パピリオンの混雑状況や

予約方法各パピリオンの見学

や食事のスポットを熟知し、的

確に案内をリードして頂き、感

謝しておきたい。堤ワイズは、

万博の開幕日を皮切りにすで

に数回、見学されている猛者

でもある。大変お世話様でし

た。感謝します。有難うござい

ました。 

 

報告  福原吉孝 

六甲部夏季懇親会が行われました 

 7 月 19 日（土）六甲部評議会が無事に終わり、懇親会がビア

ホール「ミュンヘン神戸大使館」に場所を移して開催されました。 

暑い日でしたが、フラワー通りを話し合いながら会場へ向かい

ました。例年通り 500 円の補助があり、会場に着くと抽選券

ならぬ座席券を引いて着席しました。53 名ほどでしたので、

七階全会場が抑えられずの会場設定でした。 

神戸西クラブの柳敏晴六甲部部長、小澤昌甲神戸 YMCA

総主事の挨拶があり懇親会が始まりました。 

ミュンヘン神戸大使館名物の巨大な鳥のから揚げも含め、たく

さんの料理、飲み放題の生ビールに満足されたことと思います。 

 

催しは、オークションをすることになり、宝塚クラブの岡野ワ

イズ、石田ワイズが売り子になって開催、売上金は

YMCA に贈呈されました。 芦屋クラブの参加者は田辺

会長以下、上野、柏原、桑野、島田、濵瀬、福原、船

橋各ワイズでした。 

 

上野 恭男 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

７月第２例会議事録 

日時： ７月２３日（水） １8：３０～20：30 

場所： 芦屋市民センター204 号室 （敬称略） 

参加者： 田辺会長・上野・柏原・桑野・島田・濱瀬・坂 

東・福原（各ワイズ）、井島担当主事 

☆ブリテン編集会議： 18：30～18：40 

議事・報告 

◇２０２５-２６年度 第 1 例会予定 

・8 月 21 日（木）←注意 19：00～21：00 納涼例会 

レストラン「カクチーナ」 会費 5.800 円 

・9 月 17 日（水） 19：00～21：00 ホテル竹薗芦屋 

小澤総主事 「神戸 YMCA の今後の展望」  

・10 月 16 日（木）←注意  移動例会  

朝日新聞社見学  担当： 福原ワイズ 

・11 月 19 日（水） 19：00～21：00 ホテル竹薗芦屋 

浅野純一ワイズ（西宮クラブ）講演 「王家の物語」 

・12 月 23 日（火） 18：00～21：00  ホテル竹園芦屋 

クリスマス会 演目： 「カントリー」 オークション 

★8 月 24 日（日） エンタテイナー片岡氏とフォースワー 

スにて打合せ  担当： 上野ワイズ・柏原書記 

★12 月 17 日（水） 16：30～18：00  

第 2 例会クリスマス準備会 Ｈ竹園会議室 

◇今後の行事 

・8 月１日～3 日 第 31 回 アジア太平洋地域大会熊本 

   柏原・桑野ワイズに参加補助金各 10,000 円を支給 

・8 月 30 日（土） 14 時～16 時 六甲部地域奉仕・環 

境事業 福原主査「きらりと輝くアート展」 

準備検討会 出席者： 田辺会長 上野事業委員 

・11 月 15 日（土） 六甲部部会 H クラウンパレス神戸 

講演： 14：00～16：00  懇親会： 17：00～19：00  

・11 月 23 日（日） チャリティラン 神戸しあわせの村 

仮装ウオーキングに参加予定 

◇会計報告 

 ・2024-25 年度の決算及び 2025-26 年度の予算を承認   

 ・西日本区大会の収支決算の報告・余剰金の分配を承認 

◇その他 

・ロースター10 冊購入 

・YMCA 維持会員： 芦屋クラブ会則に従って徹底をはかる 

・12 月 他クラブを訪問して芦屋クラブクリスマス会のアピー 

ルを行う。 会費の１/３程度の補助 

◇YMCA 報告   井島担当主事  

                      文責 柏原佳子書記 
 
 
 
 

■神戸 YMCA 総会 のご報告 

原稿締切り日の関係で前月号に載せることができなかったので、

少し間が空いていますが、2025年6月28日(土)に神戸YMCA

三宮会館で開催されました「神戸YMCA総会」についてご報告

いたします。会場には約 80 名の会員の皆さまが集いました。第

1 部は礼拝を行い、日本基督教団京都教会 代務者 塚本

潤一牧師に「地の塩、世の光として」というテーマで説教をいた

だきました。第 2 部では総会を行い、神戸 YMCA の様々な活

動報告や、ボ

ランティア奨

励賞の表彰、

リーダー委嘱

式が行われま

した。これから

の社会を生き

ていくうえで課

題は多くありますが、全ての会員の皆さまと共に、全ての世代の

人々や国の異なりを越えて、支え合い共に成長できる「居場所」

を創り続けていきたいと思います。これからの 1 年や未来に向け

て歩みを確かめる 1 日となりました。 

■夏休みのイベント 

夏本番を迎え、ファミリーウエルネスセンターのキッズプログラム

ではアクアティック (水泳 )と

YBB(ユースバスケットボー

ル)は「全国大会」が開催さ

れます。それぞれが日頃の

練習の成果を発揮し、全

国各地の YMCAと交流し、

熱戦を繰り広げます。どちら

の競技でも海外 YMCA の

招待枠があり、日本の YMCA だけでなく、海外の YMCA との

国際交流ができる場としても魅力があります。またスポーツは

勝負の世界です。それぞれの賜物を発揮しながらも結果に一

喜一憂しながら成長していく機会になればと思います。  

  担当主事 井島 裕介 

 
 

YMCA ニュース 
 

『 聖句 読み説き 』 

今日の聖書箇所は荒れ狂う海を静める奇跡物語として

多くの時に読まれてきました。しかし今日は 38 節の「イエ

スは枕をして眠っておられた」に注目してみたい。 

同じ船に乗っている弟子たちの多くの、そこで育った漁師

たちさえ死ぬかもしれないと思ったこの大変な嵐の中で、

イエスはどうして枕をして眠ることができたのでしょうか？ 

自分の弟子たちを信じておられたのではないでしょうか？

イエスはこの湖で育った智恵や経験、お互いの絆、何より

も彼達の心を信じておられたのです。 

彼達ならなんとかしてくれる。その信頼の故に安心して枕

して眠ることが出来たのです。それに比べて弟子達は恐

れをなし、自分達を信頼し眠っていたイエスを起こし、なじ

ります。それはイエスの信頼に対する裏切りの言葉ではな

かったでしょうか。イエスは「静まれ！」と波を静められま

す。そして言われたのです。「何故こわがるのか」と。 

それは今の私達に対する叱り言葉であり、私達への「問

い」なのではないでしょうか。 

私達は各々の人生に於て、安心して黙って我々の側に

居て下さる主イエスの信頼に応えられている私達でありた

いものです。                    権 甲植 

 

編集後記： 今月号から「今月の聖句」と「聖句読み説き」を

権甲植ワイズが担当されます。羽太ワイズには長い間聖句

を選んで頂き、又、2021 年 1 月号からは同時に「読み説き」

も掲載、より深い聖書理解の一助となりました。本当に有難

うございました。                    桑野友子 


